
環境配慮型商品作りを強く世界

が、求められています。素材や設

計、生産、使用後の廃棄など、各

過程での環境負荷を少なくした商

品であること。文房具、食品など

生活必需品から、自動車、家庭用

の分散型電源まで、極めて広い範

囲のものづくりに求められていま

す。バイオマス資源を活用した循

環型処理技術やバイオマス資源を

使った環境配慮型商品作りなどが、

強く求められています。バイオマ

ス資源以外も環境配慮型商品作り

を強く世界が、求められています。

素材や設計、生産、使用後の廃棄

など、各過程での環境負荷を少な

くした商品でコストも安価で循環

型に使える環境配慮型商品作りを

推進するセクションです。

温室効果ガスの排出削減や気候変
動をリスクとしてだけとらえるので
はなく、カーボンニュートラルの動
きをチャンスととらえ、国のグリー
ン成⾧戦略等もふまえ、カーボン
ニュートラルの実現に積極的な取組
を促進する「ゼロエミッション」を
推進して、事業化の動きが、大きく
動いています。その中で材料科学・
工学に求められる役割は一層大きく
なり，2050年のカーボンニュートラ
ル達成等を含むSDGsを念頭にした
持続的な研究・開発活動が本格化し
ています。機械学習・AI・インフォ
マティクス等のデータ科学の発展・
展開は材料研究にとり，そこで取り
扱う材料研究の「データ」とは何な
のかという根源的な問いを改めて考
える段階に到達しつつあります。こ
れには，どのように精緻な実験を更
に突き詰めるか，発展著しい計算科
学の材料分野での応用展開，多様性
が大きい材料への解析理論の拡張な
どが含まれ，材料研究でのそれぞれ
の強みを再認識しつつ新たなチャレ
ンジを改めて考える段階に来ている
ものと思われます。新次元のマテリ
アルズイノベーション強化を基礎学
問の視点から支えるために，本会議
ではさまざまな分野の専門家が領域
や分野にとらわれず，我が国の材料
研究開発を深く横断的に議論する場
を提供いたします。
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「ウッドセラミックスに新たな応用と高機能化」
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「Green Transformation を駆動するライフサイクル思考」


